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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論は、法社会学的、政治学的な社会科学の概念道具によって、関東の一地域である筑波地域の近世史の地方
（村方）資料を駆使して、水論を体系的に検討した論文である。 
まず、紛争研究という学際領域を、交渉技術論、構造論、文化論という 3アプローチから整理し、いずれも
紛争の一面に注目するが統合的であると指摘し、当事者の戦略、幕藩国家の制度、水論当事者の規範意識から
なる社会科学的な分析枠組みを構築している。また資料として公刊された村方文書を体系的に分析し、しっか
りとその分析を行っている。 
結論として、近世水論訴訟が法的紛争でありつつもより色濃く政治的紛争の性質をもち、その結果、訴訟構
造に内在する要因が正義の実現を阻害しやすいこと、にもかかわらず、水論処理において正義の実現は、関係
者に重視され、近世は不正義の時代ではなかったこと、紛争当事者の、戦略運用、制度利用、規範意識は、一
定の正義の実現への貢献があるものの、その有効性は一様でないことを明快に、実証的かつ論理的に論じてい
る。 
交渉技術論的には戦略が、構造論的には制度が、重要なのはいうまでもないが、制度の背景にある規範が紛
争当事者間に共有されていることが、正義の実現には最も重要な要因であるという含意は、秀逸である。 
事例選択を始め、やや説明が不十分な点がないわけではないが、極めて高いレベルの分析と独自の理論的総
合化をなし得ており、十分な学術的貢献と認められる。 
 
２ 最終試験 
  平成２６年１月１４日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。 
 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（国際日本研究）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
